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令和６年度 決算の状況等について

令和7年10月６日
千 葉 市 病 院 局

資料１

令和７年度第１回 千葉市病院運営委員会
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本日の内容

1. 令和６年度決算報告【資料１】

2. 本年度経営状況（7月末現在）【同上】

3. 今後の取組み【同上】
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令和６年度決算報告 ～収支～
• 本業である医業収支が対前年度で▲10億円
• 新型コロナウイルス感染症関連補助金の縮減・廃止

▲4.1億円

（億円）

病院事業全体 R2 R3 R4 R5 R6
医業収支 ▲ 56.2 ▲ 45.8 ▲ 50.4 ▲ 55.8 ▲ 65.6
 （医業収支比率） (73.0%) (78.7%) (77.1%) (76.1%) (74.1%)
+ 一般会計繰入金 +41.6 +38.2 +41.3 +36.1 +42.2
+ コロナ補助金 +19.1 +27.0 +19.3 +4.1 -

経常収支 +15.2 +27.8 +18.1 ▲ 5.8 ▲ 11.3
  （経常収支比率） (107.1%) (112.7%) (108.1%) (97.5%) (95.6%)
※医業収支＝入院・外来収益等ー給与費・材料費・経費・減価償却費等

 経常収支＝医業収支＋一般会計繰入金＋コロナ補助金＋減価償却見合収益等ー利息等
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令和6年度決算報告 ～病院事業全体～
• 医業収益は､＋10億円。H23年度(全部適用）以降最大
• 医業費用は､+20億円。職員増や給与改定による給与

費の増、材料費の増による
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令和6年度決算報告 ～人員～
• R6年度は、働き方改革への対応（夜間交替制勤務、

育児短時間勤務など）、青葉病院の成人精神科病棟
の再開、新病院を見据えた海浜病院の診療体制拡充
などに伴い増員
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令和6年度決算報告 ～青葉病院①～
• 入院・外来収益はプランの目標を上回るものの、患

者数は目標に届かず
• 救急搬送件数・手術件数は、４年連続で増加。目標

を上回る。
青葉病院 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R6目標

入院収益（一般） 64.3 54.6 57.3 61.6 66.5 68.9 66.5 億円

病床稼働率（一般） 85.7 76.1 79.7 79.8 79.7 83.7 84.6 ％

入院延患者数（一般） 96,242 85,246 89,271 89,437 89,563 93,793 95,057 人

入院診療単価（一般） 66,877 63,992 64,143 68,900 74,289 73,430 70,000 円

新規入院患者数（一般） 7,692 6,882 6,891 6,692 6,748 7,323 7,600 人

外来収益 27.0 26.4 27.4 28.1 29.3 31.0 26.4 億円

外来延患者数 208,285 185,773 195,785 192,223 186,615 189,692 188,214 人

外来診療単価 12,944 14,187 13,986 14,605 15,723 16,355 14,000 円

救急搬送件数 4,528 3,862 3,922 4,366 4,449 4,978 3,700 件

手術件数 3,261 2,495 2,837 3,046 3,085 3,282 3,000 件

※病床利用率＝退院患者数含む。一般＝感染症・精神病床を除く 
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令和6年度決算報告 ～青葉病院②～
• 入院収益は、主に整形外科、精神科で増。感染症内科、

外科で減。
• 外来収益は、主に内科で増。
• 新型コロナウイルス感染症関連補助金 ▲2.４億円
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令和6年度決算報告 ～海浜病院①～
• 入院収益、入院患者数、外来収益はプランの目標を

上回るも外来患者数はプランの目標を下回った。
• 病床稼働率・入院患者数はH28年度以降最大。
• 救急搬送件数・手術件数は、目標を上回る。

海浜病院 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R6目標
入院収益 47.6 46.8 55.6 53.8 58.5 64.5 58.6 億円

病床稼働率 63.4 57.8 63.8 59.1 67.9 71.7 69.3 ％

入院延患者数 68,009 61,843 68,192 63,193 72,824 76,700 74,124 人

入院診療単価 70,015 75,719 81,564 85,173 80,386 84,080 79,000 円

新規入院患者数 7,923 7,050 7,775 7,647 8,477 8,894 8,000 人

外来収益 17.4 15.4 17.1 17.1 18.2 18.4 17.5 億円

外来延患者数 136,097 113,366 121,887 125,237 123,337 124,154 125,286 人

外来診療単価 12,762 13,557 13,992 13,661 14,772 14,820 14,000 円

救急搬送件数 4,762 3,808 4,377 5,617 6,645 6,316 5,000 件

手術件数 2,410 2,219 2,396 2,417 2,719 2,842 2,400 件

※病床利用率＝退院患者数含む。
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令和6年度決算報告 ～海浜病院②～
• 入院収益は、主に内科・小児科・整形外科で増。産

科・婦人科で減
• 外来収益は主に外科、放射線治療科で増。新生児科・

小児科で減
• 新型コロナウイルス感染症関連補助金 ▲1.7億円
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令和6年度決算報告 ～費用～

• 給与費、経費、委託費の比率は、プランの目標に
比して高い水準

• 薬品費の対医業収益比率は減少・診療材料費の対
医業収益比率は増加。いずれもプランの目標に届
かず

病院事業全体 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R6目標

医業収益 163.6 152.3 169.3 170.2 177.8 188.1 175.8 億円

給与費対医業収益比率 66.6 73.0 66.7 68.4 67.8 72.9 65.8 %

薬品費対医業収益比率 17.5 18.8 18.6 18.4 19.5 19.2 17.9 ％

診療材料費対医業収益比率 8.6 8.9 9.4 8.8 9.6 9.8 9.5 ％

経費対医業収益比率 24.2 25.4 25.2 27.0 25.6 24.7 24.4 ％

委託費対医業収益比率 14.3 15.1 15.2 16.4 15.8 15.2 14.4 ％
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本年度経営状況 ～青葉病院～
• 医業収益、医業費用はともに増加。
• 救急搬送件数は前年度を下回るも、手術件数、病床稼

働率は増加。
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本年度経営状況 ～海浜病院～
• 医業収益、医業費用はともに増加。
• 新規入院患者数・病床稼働率は、前年度に比べ増加
• 救急搬送件数、手術件数はともに増加。
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病院改革プランの目標値と実績①

〇目標を達成できた項目

・入院収益 ・入院診療単価
・外来収益 ・外来患者数
・外来診療単価 ・紹介患者数
・救急搬送件数・手術件数

×目標を達成できなかった項目

・医業収支 ・医業収支比率
・経常収支 ・経常収支比率
・病床稼働率 ・入院患者数
・給与費対医業収益比率
・薬品費対医業収益比率
・診療材料費対医業収益比率
・経費対医業収益比率
・委託費対医業収益比率

＜ 病 院 事 業 全 体 ＞

・令和6年度決算は千葉市立病院改革プラン（第5期）の最終年度。
プランで掲げた目標と実績については以下のとおり
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病院改革プランの目標値と実績②

単位 目標 実績 評価 目標 実績 評価 目標 実績 評価

医業収支 （百万円） △ 2,824 △ 3,148 × △ 1,978 △ 3,417 × △ 4,802 △ 6,565 ×

医業収支比率 （％） 77.7 76.8 × 79.7 71.1 × 78.5 74.1 ×

経常収支 （百万円） 272 △ 496 × 77 △ 635 × 349 △ 1,131 ×

経常収支比率 （％） 102.1 96.4 × 100.8 94.6 × 101.5 95.6 ×

入院収益 （百万円） 7,024 7,135 〇 5,856 6,449 〇 12,880 13,584 〇

病床稼働率（※） （％） 84.6 83.7 × 69.1 71.7 〇 75.2 75.0 ×

入院患者数（※） （人） 95,057 93,793 × 74,124 76,700 〇 182,186 181,331 ×

入院診療単価（※） （円） 70,000 73,430 〇 79,000 84,080 〇 70,696 74,913 〇

項目
青葉 海浜 全体

・目標達成状況（詳細）
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病院改革プランの目標値と実績③

単位 目標 実績 評価 目標 実績 評価 目標 実績 評価

外来収益 （百万円） 2,635 3,102 〇 1,754 1,840 〇 4,389 4,942 〇

外来患者数 （人） 188,214 189,692 〇 125,286 124,154 × 313,500 313,846 〇

外来診療単価 （円） 14,000 16,355 〇 14,000 14,820 〇 14,000 15,748 〇

給与費対医業収益比率 （％） 64.9 66.1 × 66.9 81.4 × 65.8 72.9 ×

薬品費対医業収益比率 （％） 23.8 26.4 × 10.4 10.3 〇 17.9 19.2 ×

診療材料費対医業収益比率 （％） 9.8 8.7 〇 9.1 11.2 × 9.5 9.8 ×

経費対医業収益比率 （％） 21.6 22.0 × 27.9 28.1 × 24.4 24.7 ×

委託費対医業収益比率 （％） 13.3 13.7 × 15.8 17.2 × 14.4 15.2 ×

紹介患者数 （人） 9,700 10,263 〇 8,640 8,623 × 18,340 18,886 〇

救急搬送件数 （件） 3,700 4,978 〇 5,000 6,316 〇 8,700 11,294 〇

手術件数 （件） 3,000 3,282 〇 2,400 2,842 〇 5,400 6,124 〇

項目
青葉 海浜 全体

※「病床稼働率」「入院患者数」「入院診療単価」については青葉病院は一般分を記載

次期プラン（R8～R10）の策定を今年度中に予定



今後の取り組み ～青葉病院①～

〇 引き続き各科の特色を活かす

• 内科 血液内科､甲状腺副甲状腺センター
• 整形外科 外傷・脊椎など幅広い手術症例
• 外科 腹腔鏡下ヘルニア
• 泌尿器科 前立腺肥大、尿路結石
• 産婦人科 子宮鏡下手術
• 児童精神科 全国的にも数少ない専門施設
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〇 市内に入院需要のある部門のさらなる強化

• 耳鼻いんこう科
– 手術件数、入院患者の増加
– 甲状腺がん、副甲状腺腫、副鼻腔炎、喉頭ポリープ、

鼓室形成術

• 皮膚科
– 入院可能な施設は青葉病院のみ
– 帯状疱疹、乾癬、蜂窩織炎、重症薬疹、水疱症、

褥創感染
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今後の取り組み ～青葉病院②～



今後の取り組み ～青葉病院③～

令和7年5月に、千葉大学病院と医療協定を締結
し、患者の転院搬送に関する連携を本格的に開始

• 4月以降、内科29件、整形外科7件の受入。応需
率は83.7％。（令和7年９月22日時点）

• 外科系診療科での連携も開始予定

• 市立病院間でも強みを活かした連携を検討中
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今後の取り組み ～青葉病院④～

骨の健康センター開設
整形外科と代謝内科が地域医療機関と連携し、骨
の健康維持改善を目指す

• ほねつよ外来
– 骨粗鬆症による骨折予防

• 地域との連携・啓発
– かかりつけ医と連携し骨粗鬆症の継続治療体制強化
– 市民向けの予防啓発・早期治療介入
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感染症指定医療機関としての責務を維持し、新
型コロナウイルス感染症患者などの受入を継続

• 新型コロナ患者は、他院での受け入れは十分と
は言えず、青葉病院に集中する傾向

• 夏季は、月３０人の新入院患者を受け入れ

• 結核、麻疹等患者の受入要請にも応える

20

今後の取り組み ～青葉病院⑤～
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〇 小児科

・地域小児科センター 24時間365日ER体制
千葉市だけでなく、市原市、習志野市からも受け入れ

・R6年度 小児救急車受入件数 2,201件
・小児科専攻医 8名 千葉県(全体24名)の1/3を養成

〇 産科・婦人科
・地域周産期母子医療センター

R6年度 分娩件数 547件（千葉市総分娩数の約１０％）

母体搬送受入件数 123件
（千葉市内受け入れ可能施設:千葉大学附属病院、当院）

・婦人科手術の増加を目指す

今後の取り組み ～海浜病院①～
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今後の取り組み ～海浜病院②～

〇 脳神経外科
・R5年度より一次脳卒中センター認定

脳卒中診療件数 R4年度:57件
R5年度:254件
R6年度:270件

・24時間365日体制で脳卒中専門の集中治療を行う脳卒中
集中治療室（SCU）開設を目指す

〇 新生児科
・県内最大のNICU（新生児集中治療室）21床

（R6年度稼働率:89.6％）
・小児科専攻医 定期的に新生児科で研修
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今後の取り組み ～海浜病院③～
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〇 救急科
・R5より患者搬送車による迎え搬送の強化

R6:376件/年 (R5:254件/年)

・R６年度救急車受入件数:6,316件（R５年度:6,645件）

・今後、救急科医師増員を図り、さらなる救急医療体制の強化を目指す

〇 整形外科

・R６ 入院手術（大腿骨骨折等）再開。

→整形外科専門医研修施設に再認定。

・R７ 脊椎脊髄外科専門医が加わり、脊椎脊髄手術を開始。

以後段階的に、整形外科医の増員予定。
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今後の取り組み ～海浜病院④～

○がん診療の強化（新病院にむけて）

・肺がん R8 呼吸器内科、呼吸器外科新設

・前立腺がん R8 泌尿器科診療体制の強化
ロボット手術の導入

・骨転移 放射線治療に加え、脊椎外科専門医による
手術が可能に

・放射線治療の強化
R8年1月より常勤の放射線治療専門医が赴任予定
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経営改善の取組み①

〇地域医療連携の強化と広報の充実（集患）
集患プロジェクトミーティング
開業医訪問、医療連携カンファレンス（WEBも活用）
市民公開講座、かかりつけ医との連携周知チラシ作成

〇薬品費、診療材料費、委託費等の削減
価格交渉、採用品の切替え、契約方法の見直し等
材料関連メーカー・ディーラー交渉・切り替え

〇医療機器購入費の適正化
ベンチマークを活用した、他病院との比較による適正
な価格での調達
必要な機能を満たす機種が2機種以上ある場合には2機
種以上の選定を原則
年度末に、直近5年間で購入した医療機器の稼働状況
及び収支状況を調査
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経営改善の取組み②

〇国に対する要望
物価・賃金の上昇に見合った診療報酬改定の速やかな実
施、国による補助や新たな交付金の創設などの緊急支
を国に要望。

九都県市首脳会議による要望（4月）
千葉市独自要望（6月）
指定都市市⾧会による要望（7月）

公立病院の資金繰りの支援と経営改善を目的として設
けられた病院事業債（経営改善推進事業）の柔軟な運用
等について千葉市病院局から国へ要望。（9月18日）

〇経営状況と危機感の共有
幹部だけでなく各診療科の医師や看護師⾧等とも厳しい
経営状況を共有。経営会議等で収支状況を定期的に報告、
院⾧から現場へ現況の危機感を共有。
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新病院の整備状況 ～病院概要～
築40年を経過した海浜病院に代わり、将来にわたって市民に安心で質の高い医療を提供す
るため、海浜病院の機能を基盤とした少子超高齢社会に求められる新病院を移転新築

［開院時期］ 令和８年秋開院予定
［場 所］ 千葉市美浜区若葉３丁目
［病床数］ 現 293床 → 新 349床
［基本方針］・胎児から高齢者まで切れ目のない医療の提供

・がん診療体制の強化
・救急医療、災害医療、感染対策の強化

外観イメージ（花見川通り側）

幕張海浜病院

約2km

現・海浜病院
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新病院の整備状況 ～病床数・機能～

備考増減新病院現病院病床機能
高齢者医療対応のため増床61床222床161床成人・高齢者病床

少子化を考慮しつつも、資源と機能を集
約し、引き続き中核施設として整備▲5床127床132床周産期・小児・移行期

病床

56床349床293床合計

新病院の病床数

地域周産期母子
医療センター

地域小児科
センター

救急告示病院 地域災害
拠点病院

政策的医療の機能強化
（現海浜病院での強みを深化）

NICU 21→24床 救急・災害医療強化 等

超高齢社会への対応するため、増加が
見込まれる循環器・脳神経・整形外科
等の疾患やがん診療など、幅広い疾患

に対応できる診療体制を整備

高齢者医療の充実・強化
（今後急速に進展する高齢化へ対応）

成人・高齢者 161→222床 手術室 5→9室 等

新病院における機能強化
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新病院の整備状況 ～スケジュール～
• 令和5年12月に工事請負契約を締結し、建設工事着手
• 躯体工事が終わり、現在は内外装の仕上および設備工事を施工中
• 令和8年秋の開院に向け全体計画に沿って着実に工事を進行中

本体棟1階内装工事施工状況外部工事施工状況

項 目

建設工事
竣
工

医療機器整備
什器備品整備

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度

開
院

基礎、免震層

上部躯体（１～５階）

内外装、設備、外構

10月予定調達（仕様検討、発注、契約）

搬入※ 大型医療機器から順次調達


